
座間総合病院は、厚生労働省が推進する急性期入院医療の包括評価（ＤＰＣ）方式の対象

病院に承認され、入院診療費の計算方法がＤＰＣとなっております。

ＤＰＣ（診断群分類に基づく包括評価）とは

診療行為ごとに医療費を計算する「出来高方式」とは異なり、患者さんの傷病名や手術、

処置等の治療内容に応じて分類された「診断群分類」に基づき、１日当たりの定額の医

療費費を基本として入院医療費を計算する方式です。

この新しい診療費の計算方法は、すべての患者さんの入院診療費が「包括評価（ＤＰＣ）」計算

されるのではなく、一部例外的に出来高計算の場合もあります。

ご不明な点につきましては、１階入退院受付　医事課ＤＰＣ担当までお問合せください。

【出来高方式とＤＰＣによる入院医療費の計算方法】

座間総合病院はＤＰＣ対象病院です。
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